
世界を変えた大発明

プラスチック

プラスチックに支えられた生活を今一度振り返ってみましょう

プライベートを充実させる！
初心者でもできるガーデニング

春の到来です！ガーデニングをはじめてみませんか？
特 集

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』4月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください



昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

衰運の一期目ですが、自分の気は最高の状態
です。今月は動くことがすべての幸運につながっ
ているので、我が身を惜しみなく使いましょう。
動いて止まない姿勢を貫くことで、大きな成果
になっていくでしょう。ビジネス運は自分の思い
を大事にし、周囲からの儲け話や誘いには乗ら
ないで単独行動をしましょう。金銭運は最高の
時ですから、動くことで金銭運も良好を保ちま
す。社交運は現状維持を守りましょう。新しい
出会いはありません。

変化厳禁の月です。自分の気もあなたを取り巻く
周囲の気も良くない上に、味方をしてくれません。
今月は基本に沿って動くことが大事です。変革や変
身、少しの流れも変えないで現状維持を守る事で
す。そうすることで運気は一応乱れもなく保てます。
ビジネス運は、新しい動きや流れを変えた途端に
低迷していきます。金銭運は仕事がらみの副収入
が入るでしょう。社交運は誘いも多いですが、いい
気になって人の話を聞かないことは良くありません
ので、良い気を失わないように気を付けましょう。

闘い済んで一休みというような1ヵ月です。先
月まで夢中で頑張ったのですから、今月は心身
のメンテナンスや健康管理等をし、リラックスし
て過ごしましょう。自分の運気も良好ですが、少
し休んでいても取り巻く周囲の状況が良いの
で、少しの休息は問題ありません。ビジネス運
はレターやお声を聞かせる活動を通して、顧客
に関するメンテナンスを心がけましょう。金銭運
は営業利益が上がります。社交運はどんなお誘
いも受けて良いのですが、遊び過ぎて少々散財
気味です。

今月の運気は低迷して過ごすことになります。
自分の気や行動は全くピント外れです。気力が
萎えているから力が出せずに、さらに、運気の
弱さがやる気をなくす状況です。ここより底は
ないので、来月からの上昇に合わせて、机上作
戦を練り込んで計画を立てておきましょう。ビ
ジネス運は、幸いあなたを取り巻く環境がとて
も良いです。再会や復活の出会いも多いです。
金銭運は良くないので無駄遣いをしないように。
社交運は再会等の古い出会いが多い時です。

離合集散の運気の中で過ごす今月ですが、自分
の感覚や行動は悪くありません。しかし、あな
たを取り巻く周囲の流れは良くありませんので、
協調姿勢はやめて、自分一人での行動が効を奏
します。ビジネス運は、良い事も悪い事も発覚
してしまいます。また、人が離れる、仕事が離
れる場所が変わる等が起こりやすいので、充分
身の回りに気を付けましょう。金銭運は良くあり
ません。社交運は再会や復活が望まれます。

躍進できる時を迎えました。何かと発展を進められて
過ごすことになりますが、運気はまだまだひ弱ですか
ら、あらゆることが調ってから動きましょう。今月のあ
なたは少々気がピンボケです。取り巻く周囲も当てに
できません。ビジネス運は行動と考え方がアンバラン
スですから、気持ちがギクシャクしてピタッとはまりま
せんので慎重に駒を進めましょう。金銭運は入っても
出銭が多いので少々きつい状況です。社交運は気が
良いので色々誘われますが、現状維持を守ること。お
誘いは三度に一度はお断りすることも大事な月です。

季節の春と同様に、あなたの運気も盛運で春を過ご
すことになります。今月は自分の気も行動も、勘所
も最強です。その上、取り巻く周囲の状況もあなた
の味方ですから、強い月を過ごせます。ビジネス運
は、種蒔きから始めましょう。向かう 5ヵ月間を優位
に過ごすために、周りの方々の手助けをして困った
人の力になりましょう。そのことが大きく種蒔きにな
るのです。金銭運は現状維持です。陽気に誘われ
て財布の紐も緩みがちですが、散財しないように気
を付けましょう。社交運はモテモテの1ヵ月です。

慢心したくなるほどの好運気です。自分の気は
勿論ですが、あなたを支える周囲の状況も最高
の味方で、何もかもが的確に判断できる時です。
ビジネス運は勝利で入った最高の場所ですか
ら、運気が良くても今月は前に出るのではなく、
自分の内面を強化して体調を整え、足元をしっ
かり固めることを優先しましょう。金銭運は現状
のままです。社交運は、千客万来で人気運上
昇中。復活や再会、喧嘩の修復等が賑やかに
展開します。

今月の運気は行動も考え方もピント外れです。
その上、取り巻く周囲の状況も良くありません。
的確な判断ができにくい時です。しかし、良い
事も待っています。年頭からあなたが願ってき
たことは達成します。ビジネス運は、運勢階段
の3期目で願いが叶う時です。あらゆることを
整理整頓して、物事が調うように努力しましょう。
金銭運は良くありません。無駄遣いが多いので
控えましょう。社交運は千客万来です。遠方か
らも取引の問い合わせなどが舞い込みます。

開運★東大吉方位～飲食商談は是非ここで。
（社交運がアップ、飲食を共にすることで紹介へ
結ぶ）

開運★吉方位なし。先祖供養の墓参りをしましょう。
（先祖供養の墓参りで、滞っていた問題や渋滞事項
が解消する）

開運★東吉方位～ここで活動を展開しましょう。
（親戚や身内、グループ等からの支援が入る）

開運★西大吉方位～ここで飲食や営業活動を。
（中高年の女性達からの支援あり、営業利益がアッ
プする）

開運★東北吉方位～半日程度の東、北の友を訪
ねましょう。
（新しく良い変化の波に乗れる、慌てない、急がな
い、良い知らせはある）

開運★東南吉方位～ここで営業活動を。
（思いもかけない人からの援助あり、年頭の願い
が叶う開運方位）

開運★西大吉方位～遠方泊まりの開運旅を是非。
（一家団らんの開運になる、家族孝行をしましょう)

開運★東南大吉方位～営業活動や小グループの
集まりは是非ここを。
（願望達成する、社交運が良い導きをしてくれる）

開運★東吉方位～ここで商談や営業活動を。
（発展のリズムに乗れる、朗報は出会いや営業利益）

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つの
性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより違い、
それによって「本命性」が決まります。運勢に影響
を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活か
しませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。今月の運勢 2022 年 4 月節 4.5▶5.4

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

毎月月初に
コンテンツ・
毎週月曜日に
「セールスに役立つ
記事」が追加更新
されていきます。
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令和４（2022）年度は「創立 60 年」、「名称変更から 20 年」、公益社団法人へ
移行してから10 年」の「トリプルアニバーサリーイヤー」を迎えます。

下記の者は、公益社団法人生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会の2022年度会員であることを証します。

会員証の反響　お客様・一般の方より

生命保険営業の方々が
仕事のみならず様々な
公益活動を行っている
ことに驚いた。

「生命保険料控除拡充」
を要望する活動も行って
いるなんて、説明を
受けて初めて知った。

QRコードを読み取り、
広報誌「Present」
最新号をスマートフォン
でも読めて、とても便利。

ライバル会社同士が
会社の枠を超えて、
ともに公益事業に
取り組んでいるなんて、
素晴らしい組織ですね。

トリプルアニバーサリーイヤー

HP https://www.jaifa.or.jp/

トリプルアニバーサリーイヤー



毎月月初に
コンテンツ・
毎週月曜日に
「セールスに役立つ
記事」が追加更新
されていきます。

omote.2022.04

令和４（2022）年度は「創立 60 年」、「名称変更から 20 年」、公益社団法人へ
移行してから10 年」の「トリプルアニバーサリーイヤー」を迎えます。

下記の者は、公益社団法人生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会の2022年度会員であることを証します。

会員証の反響　お客様・一般の方より

生命保険営業の方々が
仕事のみならず様々な
公益活動を行っている
ことに驚いた。

「生命保険料控除拡充」
を要望する活動も行って
いるなんて、説明を
受けて初めて知った。

QRコードを読み取り、
広報誌「Present」
最新号をスマートフォン
でも読めて、とても便利。

ライバル会社同士が
会社の枠を超えて、
ともに公益事業に
取り組んでいるなんて、
素晴らしい組織ですね。

トリプルアニバーサリーイヤー

HP https://www.jaifa.or.jp/

トリプルアニバーサリーイヤー



60
5億7,615万704円

omote.2022.04

8

●東日本大震災 震災孤児・震災遺児への支援●東日本大震災での物資
支援や児童養護施設等への支援活動●台風10号に伴う、岩手、北海道・旭川
帯広地区への豪雨災害支援●熊本大分地震への支援活動、九州北部豪雨へ
の支援活動、●「未来ある子どもたち」への継続的支援、●平成 30年 7 月豪
雨への支援、●北海道胆振東部地震への支援●台風 19 号に伴う各被災協会
への支援、●令和２年7月豪雨への支援など

JAIFA年次大会は、一般の方も含め毎年 4,000 名以上の方にご参加い
ただき、勇気と感動をお届けしています。著名人の講演や趣向を凝らした
アトラクション、展示ブースでは各地の名産なども販売されます。
全国各地方協会では、さまざまな分野から講師を招聘して講演会、研修会、
セミナー等を開催していま
す。公益事業の一環として
一般の方々や会員のお客様
にもご参加いただき好評
いただいております。
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本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

厚労省は「新型コロナウイルスの感染が疑われる人がいる場合の家庭
内での注意事項（日本環境感染学会とりまとめ）」の
情報を掲載しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
newpage_00009.html
※詳しくは厚労省のホームぺージをご参照ください。

～今年度の表紙は福岡にゆかりがある写真を掲載しています～
「小倉城」（こくらじょう）福岡県北九州市のシンボルであり、桜の名所として親しまれている。1602 年に
細川忠興が約7年の歳月を経て築城。４階と５階の間に屋根のひさしがなく5階が４階よりも大きくなっ
ている天守閣の「唐造り」が特徴となっている。現在の姿は 1959 年に再建された。城の石垣は、切石
を使わず自然石を積み上げる「野面積み（のづらづみ）」という技法によるもの。

今月の
表 紙

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  	 新企画�  
特集　第 1 回　

       プライベートを充実させる！　　　　
　　　初心者でもできるガーデニング            　          
06  	 新連載　
　　  連載　第 1 回
　　　世界を変えた大発明 
	 プラスチック　　　

08  	 第 84 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 「18 歳成人」で変わること

10  	 第 232 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  「家族を想って」
	 埼玉県　さいたま市立浦和中学校　3 学年　原 あいら

12  	 第 61 回　社会保険 Q&A
	 新年度の年金、0.4％減額だが……

13  	 第 121 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【素敵な人がやっている小さな習慣】 
～心の栄養になる言葉を使う～

14  	 第117 回　心のかけはし	
休むのがもったいない
活動すればいいことがある
提案の種まきを増やし、
常に前倒しの活動を実現

18  	 第 133 回　思わず伝えたくなる！		   
お金にまつわるエトセトラ
成人年齢が 18 歳に引き下げ
お金の面ではどんなことが変わる？　　　　　　　　

19    第 46 回　想いをつなぐ
	 学びを伝承して後輩たちに伝えていく活動

20    お役立ち情報	
      新型コロナウイルス感染症と保険金・給付金　

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞　
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

4
/2022

新型コロナウイルス感染症予防のために

01 2022  |  April

累計総額　5億7,615万704円
令和3年度 募金現在額は1,465万8,376円です （令和4年2月28日現在）



特 集

第　 回

広
が
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
世
界
　

一
般
的
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う
と
、
家
庭

内
で
行
う
園
芸
や
庭
造
り
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
庭
や
屋
内
だ
け

で
楽
し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
植
物
の
栽

培
を
楽
し
む
こ
と
全
般
を
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
口
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
っ
て
も
、
そ

の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
な
り
の
理
想

的
な
庭
造
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、そ
れ
に
マ
ッ

チ
し
た
花
や
鉢
の
選
択
、
さ
ら
に
は
植
物
を
植

え
た
後
の
手
入
れ
な
ど
も
含
め
て
楽
し
む
の
が

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
醍
醐
味
と
い
え
ま
す
ね
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
意
外
な
効
果
と
は
？

花
や
植
物
に
接
し
、
育
て
る
こ
と
で
、
心
が
癒

や
さ
れ
る
感
覚
を
覚
え
る
と
い
う
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
は
、「
五
感
が
刺

激
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
感
受
性
が
豊
か
に
な
る
」

「
水
や
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
頭

脳
労
働
を
通
じ
て
認
知
症
予
防
に
な

る
」「
土
運
び
や
植
栽
な
ど
庭
造
り

に
よ
る
運
動
効
果
が
あ
る
」
な
ど
、

心
身
の
健
康
維
持
に
役
立
つ
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
医
療
や
福
祉
の
現
場
で

園
芸
療
法
士
が
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

通
し
て
症
状
や
状
況
の
改
善
を
目
指
す
「
園
芸
療

法
」
を
取
り
入
れ
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

は
じ
め
に
す
る
こ
と
は
？

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
場
所
、
つ
ま
り
植
物
を
栽

培
す
る
場
所
を
決
め
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と

い
う
と
屋
外
で
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
庭
や
ベ

初
心
者
で
も
で
き
る

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

4
月
か
ら
は
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
!
」
テ
ー
マ
よ
り
第
1
回
目
は
、

こ
れ
か
ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
よ
う
と
い
う
方
に
向
け
て
、
覚
え
て
お
き
た

い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
植
物
を

育
て
た
り
、
柵
や
レ
ン
ガ
で
飾
っ
て
庭
造
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

1

02



ラ
ン
ダ
の
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な
い
と
き
な
ど
は
、

屋
内
で
の
イ
ン
ド
ア
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

屋
外
で
あ
れ
ば
、
地
植
え
や
花
壇
に
植
え
れ
ば

植
物
の
育
ち
も
良
く
、
水
や
り
の
頻
度
も
減
ら
せ

ま
す
。
た
だ
し
、
土
が
植
物
に
適
し
た
栄
養
を
持

つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
土
の
改
良
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
手
を
か
け
ず
に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

楽
し
み
た
い
と
い
う
人
な
ら
、
鉢
植
え
や
プ
ラ
ン

タ
ー
で
の
栽
培
が
手
軽
で
す
。

屋
内
な
ら
、
観
葉
植
物
な
ど
が
育
て
や
す
い
で

し
ょ
う
。ハ
ー
ブ
な
ら
料
理
な
ど
に
も
利
用
で
き
、

室
内
の
お
好
み
の
場
所
に
置
く
こ
と
も
で
き
る
の

で
お
す
す
め
で
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
必
要
な
道
具
は

園
芸
シ
ョ
ッ
プ
へ
行
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具

が
あ
る
の
で
迷
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

す
べ
て
の
道
具
を
揃
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
初
は
必
要
最
小
限
の
も
の
を
準
備
し
、
徐
々
に

必
要
だ
と
思
う
も
の
を
揃
え
て
い
け
ば
十
分
で
す
。

植
物
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

手
軽
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
の
な
ら
、
園

芸
店
で
草
花
の
苗
を
購
入
し
て
植
え
ま
し
ょ
う
。

春
に
植
え
れ
ば
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
開
花
し
、

秋
に
植
え
れ
ば
翌
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
開
花

し
ま
す
。
植
え
付
け
や
種
ま
き
は
、
そ
の
植
物
に

適
切
な
時
期
に
植
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
時

期
を
逃
す
と
、
う
ま
く
発
芽
し
な
か
っ
た
り
、
根

付
か
ず
に
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

植
物
の
選
び
方
に
つ
い
て
は
、
毎
年
違
う
花

を
楽
し
み
た
い
人
は
１
年
草
・
２
年
草
、
植
替

え
の
手
間
を
省
い
て
毎
年
同
じ
花
を
楽
し
み
た

い
人
は
多
年
草
が
お
す
す
め
で
す
。

育
て
る
植
物
の
難
易
度
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

必
ず
用
意

● ハサミ 草花や小枝を切るのに使用。直径 1 センチ
以上の枝は剪定ばさみ

● のこぎり 2 センチ以上の枝を切る時に。片手で使
えるコンパクトなもので十分

● ジョウロ
● 散水ホース

水やりには必須。ホースは巻いて収納で
きるものなら移動にも便利

● 移植ゴテ
● スコップ

土を入れる、掘る、耕すなどに使用。
スコップの形状は剣先、角型がある

● ほうき
● ちりとり

落ち葉や花がらを掃除するときに使用。
ちりとりは庭用の物が便利

● ガーデングローブ
● ブーツ
● エプロン

汚れや棘によるけが、虫刺されから手
足を保護。エプロンは撥水性のある防
汚仕様のものがおすすめ

あ
る
と
便
利

● 土入れ　 鉢やプランターに土を入れるときに

● 霧吹き コンテナ栽培の植物への水やりに

● ふるい 土や砂の粒を揃えるときに

● バケツ 土の入れ替えや土と肥料の配合に

ガーデニングに必要な道具類

03 2022  |  April



　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

観
賞
用
の
花
以
外
に
も
、
実
を
つ
け
る
植
物
や

ハ
ー
ブ
な
ど
を
育
て
れ
ば
、
成
長
後
に
収
穫
す
る

楽
し
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

多
年
草
の
ハ
ー
ブ
で
耐
寒
性
の
あ
る
も
の
で
し

た
ら
、
初
心
者
で
も
そ
れ
ほ
ど
手
間
を
か
け
ず
に

簡
単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ー
ブ
で
あ
れ
ば
、
バ
ジ
ル
や
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、

ミ
ン
ト
、
レ
モ
ン
バ
ー
ム
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
等
が
一

般
的
に
育
て
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
料
理
で
も
お
な
じ
み
の
バ
ジ
ル
は

「
ハ
ー
ブ
の
王
様
」
と
も
い
わ
れ
、
ト
マ
ト
と
一

緒
に
植
え
て
お
く
と
相
性
が
大
変
良
い
の
で
重
宝

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ら
ベ
ラ
ン

ダ
で
も
育
ち
ま
す
の
で
、
バ
ジ
ル
と
一
緒
に
育
て
、

食
べ
ご
ろ
に
な
っ
た
ら
、そ
れ
ら
を
摘
み
、オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
あ
え
る
だ
け
で
簡
単
に
フ
レ
ッ
シ
ュ

サ
ラ
ダ
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
、

爽
快
感
の
あ
る
香
り
で
す
の
で
、
主
に
料
理
の
香

り
づ
け
や
肉
や
魚
貝
の
臭
み
消
し
に
、
ミ
ン
ト
や

レ
モ
ン
バ
ー
ム
は
、
そ
の
ま
ま
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
と
し
て
楽
し
め
る
な
ど
、
ハ
ー
ブ
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
法
が
あ
り
ま
す
。

自
身
で
育
て
た
も
の
は
愛
着
が
わ
き
ま
す
し
、

新
鮮
な
植
物
を
身
体
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
い

つ
も
の
日
常
が
少
し
贅
沢
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
土
と
肥
料
に
つ
い
て

【
土
に
つ
い
て
】

植
物
は
、
適
度
な
保
水
力
が
あ
っ
て
排
水
・
通
気

性
が
高
く
、
栄
養
分
を
保
持
で
き
る
も
の
を
好
み

ま
す
。
ま
た
、
土
壌
の
酸
性
度
も
生
育
に
影
響
を

与
え
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
弱
酸
性
（
ph
5.5
〜

6.5
）
の
土
が
向
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
園
芸
用
の
土
に
は
鉢
や
花
壇
に
利
用
す

る
基
本
的
な
土
で
あ
る
「
基
本
用
土
」
と
、
排
水

性
・
通
気
性
を
高
め
る
た
め
の
「
改
良
用
土
」
が

あ
り
ま
す
。

【
肥
料
に
つ
い
て
】

植
物
に
不
足
す
る
養
分
を
補
う
の
が
、
肥
料
の

役
割
で
す
。
中
で
も
大
切
な
の
が
「
チ
ッ
素
」「
リ

ン
酸
」「
カ
リ
ウ
ム
」
で
、
三
大
要
素
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
で
す
。
植
物
の
種
類
な
ど
に
応
じ
て
変
わ

り
ま
す
の
で
、
肥
料
を
購
入
す
る
際
に
は
、
こ
れ

種　類 開花時期 特　徴

１年草
２年草

メランポジウム 4〜11月 高温多湿に強くよく育
つ人気の花

コスモス 5〜11月 日当たりが良いとよく
育つ丈夫な花

ストック 10〜5月 寒さに強く香りがある
ことで人気

アグロステンマ 5〜6月 比較的丈夫で可憐な花
を咲かす

ジニア
（百日草） 6〜11月 暑さに強く炎天下でも

よく咲く

オルラヤ 4〜6月 レースのような可憐な
花で人気

多年草

ジギタリス 5〜7月 ラッパ形状の花を咲か
せる

ストケシア 6〜9月 耐寒性・耐暑性があり
よく育つ

ガーベラ 4〜10月 春と秋によく咲き育て
やすい花

シャクヤク 5〜6月 花の形がバラに似て人
気の花

植物の種類と開花時期の一例
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

ら
の
配
合
割
合
を
見
て
か
ら
決
め
ま
す
。

肥
料
は
す
べ
て
の
植
物
に
必
要
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
量
を
や
り
す
ぎ
る
と
植
物
を

弱
ら
せ
て
腐
ら
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
肥
料

が
必
要
な
植
物
と
与
え
る
時
期
や
量
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

 

水
や
り
の
コ
ツ
は
？

植
物
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
の
が
水
や
り
で

す
。
中
で
も
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
で
栽
培
す
る

と
き
に
は
、
土
が
乾
い
て
し
ま
う
と
根
が
水
分
を

吸
い
上
げ
ら
れ
な
く
な
り
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

乾
い
て
い
る
な
と
思
っ
た
ら
、
土
に
た
っ
ぷ
り
と

水
や
り
を
施
し
ま
し
ょ
う
。
庭
な
ど
に
地
植
え
の

場
合
は
、
根
が
定
着
し
た
後
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど

水
を
必
要
と
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

の
程
度
の
水
や
り
が
必
要
か
事
前
に
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

 

注
意
す
る
こ
と

植
物
が
育
つ
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
え

ば
、
水
の
ほ
か
に
日
光
で
す
。

植
物
に
よ
っ
て
は
、
日
陰
で
育
つ
も
の
も
あ
り

ま
す
し
、日
差
し
が
強
す
ぎ
る
と
葉
が
焼
け
た
り
、

枯
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
育
て
る

場
所
に
適
し
た
植
物
を
育
て
る
の
が
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
発
生
す
る
虫
対
策
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
虫
は
つ
き
も
の

で
す
が
、
虫
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
鉢
受
け
皿

等
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ハ
ー
ブ
に
は
虫
除
け
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
植
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
を
検
討
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
誰
に
で
も
楽
し
め
る

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、
完
成
度
を
高
め
よ
う
と
す

れ
ば
、
お
金
も
時
間
も
か
か
り
、
大
が
か
り
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ほ

ど
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

D
I
Y
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
を
自
作
し
た
り
、
木

材
や
レ
ン
ガ
を
活
用
し
た
り
し
て
、
工
夫
次
第
で

素
敵
な
庭
造
り
が
無
限
大
に
広
が
り
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
植
物
と
触
れ
合
う
こ
と
は
、

心
地
良
く
癒
さ
れ
る
時
間
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

自
分
流
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
暮
ら
し

に
取
り
入
れ
て
、
4
月
か
ら
の
新
生
活
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

種　類 特　徴

基本
用土

黒土 軽くて有機物を多く含む火山灰土。
保水性が高く栄養分も保つ力も高い

赤玉土 弱酸性でほとんどの植物に利用できる。
通気性・保水性・保肥性が高い

改良
用土

堆肥 樹皮と鶏糞・牛糞を混ぜて発酵させた
もの。通気性・排水性が高い

腐葉土 有機物を多く含み微生物を活性化させ
る。通気性も高く堆肥のようにも使える

軽石 通気性・保水性が高く、鉢底の石とし
て使われることが多い

元  肥（もとごえ） 追  肥（ついひ）

植物を植えるとき、土に混ぜて使
用する。鶏糞や落ち葉などを発酵
させた有機肥料が適する

元肥の効果が薄れた頃、補うために
与えるもの。液状・粒状の化学肥料
が使われることが多い

鉢・プランター 地植え

土の表面が乾いたら水やりするの
が基本。水が、鉢底から流れ出る
程度までたっぷりと水を与えるの
がポイント

夏場など、日照りの強いときは植物
も元気がなくなりがちに。様子を見
ながら朝夕に、ホースを使ってたっ
ぷりと水やりをする

主な園芸用土の種類

肥料の与え方

水やりのポイント

05 2022  |  April



プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
熱
や
圧
力
に
よ
っ
て
軟

ら
か
く
な
る
天
然
樹
脂
や
合
成
樹
脂
を
総
称
す

る
言
葉
で
、
一
般
的
に
は
合
成
樹
脂
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
古
来
、
人
類
は
松
や
漆
な
ど
の
樹

木
か
ら
分
泌
さ
れ
る
天
然
樹
脂
を
接
着
剤
、
塗

料
、
滑
り
止
め
な
ど
と
し
て
活
用
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
天
然
樹
脂
は
樹
木
か
ら
採
取
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
供
給
が
安
定
し
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
天
然
樹
脂
と
似
た
性
質
を
持
ち
、

よ
り
便
利
で
、
安
定
し
て
生
産
で
き
る
物
質
と

し
て
作
り
出
さ
れ
た
の
が
合
成
樹
脂
、
す
な
わ

ち
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
の
で
す
。

人
類
の
歴
史
上
、実
用
性
の
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
し
て
初
め
て
工
業
生
産
さ
れ
た
の
は
ア
メ

リ
カ
で
誕
生
し
た
「
セ
ル
ロ
イ
ド
」
で
す
。
セ

ル
ロ
イ
ド
は
象
牙
の
代
用
品
と
し
て
１
８
６
８

年
に
開
発
さ
れ
、
人
形
、
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
、

ピ
ン
ポ
ン
玉
な
ど
様
々
な
日
用
品
の
素
材
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
セ
ル
ロ
イ
ド

は
原
料
に
植
物
の
繊
維
を
使
っ
て
お
り
、
純
粋

な
人
工
品
で
は
な
い
た
め
半
合
成
樹
脂
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

天
然
素
材
を
使
わ
な
い
完
全
な
合
成
樹
脂
は
、

人
工
的
に
作
り
出
さ
れ
た「
樹
脂
」

人
工
的
に
作
り
出
さ
れ
た「
樹
脂
」

身
の
回
り
の
品
々
を
見
回
し
た
と
き
に
目
に

入
る
素
材
は
何
で
し
ょ
う
か
。
紙
、
布
、
木
材
、

ガ
ラ
ス
、
金
属
な
ど
様
々
な
物
質
が
見
つ
か
り

ま
す
が
、最
も
あ
り
ふ
れ
た
素
材
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
９
０
７
年
に
ア
メ
リ
カ
の
科
学
者
・
ベ
ー
ク

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新

し
い
合
成
樹
脂
「
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
」
は
開
発

者
の
名
前
を
と
っ
て
「
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
」
と
名

付
け
ら
れ
、
電
気
的
性
質
や
耐
熱
性
が
評
価
さ

れ
て
世
界
中
で
電
気
・
機
械
部
品
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
化
学

合
成
に
よ
り
誕
生
し
た
新
素
材
・
ベ
ー
ク
ラ
イ

ト
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
各
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
研
究
が
進
み
、新
し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
次
々

に
発
明
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

木
材
や
金
属
に
は
な
い
利
点

木
材
や
金
属
に
は
な
い
利
点

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
組
成
の
違
い
に
よ
っ
て

新たな道具を生み出して文明を発展させ、文明の発展によりさらに
新たな道具を生み出してきた人類。4 月からのテーマは「世界を変
えた大発明」よりプラスチックをご紹介。人工
的に生み出された樹脂は、木材や金属では成
しえなかった利便性をもたらしました。

■主なプラスチックの名称と用途

1

プラスチック

名称 用途

熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ポリエチレン
テレフタレート ペットボトルなど

アクリル樹脂 水族館の巨大水槽など

ポリ塩化ビニル 水道管のパイプなど

ポリプロピレン 食品保存容器や
注射器など

ポリエチレン 食品用ラップフィルム
など

熱
硬
化
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フェノール樹脂 鍋やフライパンの
取っ手など

メラミン樹脂 食器やスポンジなど

ポリウレタン 塗料や繊維製品など

エポキシ樹脂 塗料や接着剤など

ユリア樹脂 電気製品や漆製品の
素地など
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様
々
な
種
類
が
存
在
し
ま
す
が
、
大
き
く
「
熱ね

つ

可か
そ
せ
い

塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
「
熱
硬
化
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ど
ち

ら
も
熱
を
加
え
る
と
軟
ら
か
く
な
り
冷
え
る
と

固
ま
る
と
い
う
性
質
は
同
じ
で
す
が
、
熱
可
塑

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
再
度
熱
を
加
え
る
と
再
び

軟
ら
か
く
な
る
の
に
対
し
て
、
熱
硬
化
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
再
度
熱
を
加
え
て
も
固
ま
っ
た
ま

ま
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も「
成
形
が
容
易
で
大
量
生
産
可
能
」

「
透
明
性
が
あ
っ
て
着
色
自
由
」「
軽
く
て
丈
夫
」

「
サ
ビ
や
腐
食
に
強
い
」「
絶
縁
性
や
断
熱
性
が

高
い
」「
耐
水
性
が
あ
る
」
と
い
っ
た
性
質
は

共
通
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
異
な
る
素
材
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
特
長

を
引
き
出
し
つ
つ
欠
点
を
補
っ
た
複
合
材
料
の

研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ガ
ラ
ス
繊

維
や
炭
素
繊
維
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
組
み
合
わ

せ
た
「
強
化
繊
維
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
F
R
P
）」

は
船
体
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
自
動
車
・
電
車
・

飛
行
機
の
内
装
や
外
装
に
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
金
属
と
比
べ
て
同
等
の
強
度
が
あ
り
な
が

ら
重
量
や
価
格
の
面
で
優
れ
て
い
る
の
で
、
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら
燃
費
向
上
や
低
価
格
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

利
便
性
の
裏
に
あ
る
　
　
　
　
　
　

利
便
性
の
裏
に
あ
る
　
　
　
　
　
　

見
過
ご
せ
な
い
問
題

見
過
ご
せ
な
い
問
題

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
安
定
性
と
耐
久
性
に
優
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
然
界
で
分
解
さ
れ
ず

に
残
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
の
裏
返
し
で
あ

り
、
生
産
量
の
増
大
と
共
に
廃
棄
が
問
題
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
近
年
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
陸
上
か
ら
海
洋
に
流
出
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
っ
て
海
が
汚
染
さ

れ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
で
す
。
す
で
に

世
界
の
各
国
で
、
海
岸
部
へ
の
ご
み
漂
着
、
大

き
さ
が
５
㎜
以
下
と
細
か
く
回
収
が
困
難
な
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
汚
染
、
海
洋
生

物
が
エ
サ
と
間
違
え
て
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
と

い
っ
た
事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
生
態
系
へ
の

影
響
を
は
じ
め
、
観
光
、
漁
業
、
船
舶
航
行
に

対
す
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
は
世
界
全
体
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
課
題
と
し
て
、
適
切
な
処

理
や
生
産
の
削
減
と
い
っ
た
具
体
的
な
対
策
が

各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
中
の

微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
「
生
分
解
性
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
発
展
形
と
し
て
、
海
洋
中
で

微
生
物
で
も
分
解
可
能
な
「
海
洋
生
分
解
性
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
１
５
０
余
年
が
経
過
し
、
利
便
性

の
裏
に
隠
れ
た
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
。
社
会
の
根
幹
に
根
付
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
今
か
ら
無
く
す
こ
と
は
不
可
能
で

す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
支
え
ら
れ
た
生
活
を

自
覚
す
る
こ
と
が
世
界
的
な
問
題
の
解
決
に
繋

が
る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■魚、亀、鳥などが消化できないプラスチックを誤飲し、
餓死する事態が発生している
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　相

続
時
精
算
課
税
制
度
の

適
用
拡
大

　
成
人
年
齢
を
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
る
改
正
民
法
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　

20
歳
で
は
な
く
18
歳
で
成
人
に
な
る
ん

で
す
よ
ね
。

　
2
0
2
2
年
４
月
１
日
現
在
で
す
で
に

18
歳
以
上
の
人
は
、
20
歳
に
な
っ
て
い
な
く

て
も
４
月
１
日
か
ら
法
律
上
は
「
成
年
」
―

―
条
文
上
は
「
成
人
」
で
は
な
く
「
成
年
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
―
―
と
な
る
。

誕
生
日
で
い
う
と
、
2
0
0
2
年
４
月
２
日

か
ら
2
0
0
4
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
は
、

2
0
2
2
年
４
月
１
日
に
い
っ
せ
い
に
成
年

に
な
っ
た
。
４
月
１
日
以
後
に
18
歳
に
な
る

人
は
そ
の
時
点
で
成
年
に
な
る
。

　

20
歳
が
18
歳
に
変
わ
っ
て
も
、
お
酒
や

た
ば
こ
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
に
な
ら
な

い
と
だ
め
な
ん
で
す
よ
ね
。

　
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
何
が
変
わ
る
か
と

い
う
と
、
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
、
親
の
同
意

が
な
く
て
も
自
由
に
契
約
が
で
き
る
年
齢

が
、
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
ん
だ
。

　

未
成
年
は
自
由
に
契
約
が
で
き
な
い

･･････

。

　
法
律
上
、
そ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
た

と
え
ば
携
帯
電
話
の
契
約
は
、
未
成
年
は
親

の
同
意
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で

18
歳
の
人
は
自
由
に
契
約
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
４
月
以
降
は
親
の
同
意
な
し
に
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
、
税
金
で
も
変
わ

る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
税
金
で
は
、
従
来
、
20
歳
以
上
に
限
っ

て
適
用
さ
れ
る
特
例
や
、
逆
に
20
歳
未
満
が

対
象
と
な
る
取
扱
い
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
20

歳
が
18
歳
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
い
く
つ
か
あ
る
け
れ
ど
、
ま
ず
、
贈
与

税
の
税
率
が
あ
る
。

　

税
率
が
成
年
と
未
成
年
で
異
な
っ
て
い

る
ん
で
し
た
っ
け
。

　
贈
与
税
の
税
率
は
２
種
類
あ
っ
て
、
父

母
や
祖
父
母
か
ら
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
税

率
は
、
そ
れ
以
外
の
場
合
の
税
率
よ
り
優
遇

84

「18歳成人」で
変わること

４
月
１
日
に
成
人
年
齢
が

４
月
１
日
に
成
人
年
齢
が
2020
歳
か
ら

歳
か
ら
1818
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
税
金
に

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
税
金
に

お
い
て
は
「

お
い
て
は
「
2020
歳
以
上
」
あ
る
い
は
「

歳
以
上
」
あ
る
い
は
「
2020
歳
未
満
」
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
た
特
例
な

歳
未
満
」
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
た
特
例
な

ど
の
取
扱
い
が
変
わ
っ
た
。

ど
の
取
扱
い
が
変
わ
っ
た
。
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相
続
税
に
は
、
未
成
年
者
控
除
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
未
成
年
者
が
財
産
を
相
続
す
る
な

ど
し
て
相
続
税
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
額
の

一
部
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

未
成
年
は
相
続
税
が
少
な
く
な
る
…
…
。

　
そ
う
な
ん
だ
。
今
回
の
改
正
で
そ
の
対

象
が
「
20
歳
未
満
」
か
ら
「
18
歳
未
満
」
に

縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
18
歳
の
人
が

相
続
し
た
場
合
、
従
来
は
控
除
を
受
け
ら
れ

た
が
、今
後
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
る
ほ
ど
。
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の

は
、
先
ほ
ど
の
特
例
税
率
や
相
続
時
精
算
課

税
制
度
の
適
用
に
お
い
て
、
贈
与
を
受
け
た

人
の
年
齢
を
い
つ
の
時
点
で
判
定
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。
贈
与
の
あ
っ
た
時
点
で
は

な
く
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
時
点
の
年
齢
が

18
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
適
用
さ
れ
な
い
。
だ

か
ら
、
贈
与
時
点
で
18
歳
に
な
っ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
適
用
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
前
者
を
特
例
税
率
、
後

者
を
一
般
税
率
と
呼
ん
で
い
る
が
、
表
に
示

し
た
よ
う
に
、
特
例
税
率
の
ほ
う
が
微
妙
に

低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

子
や
孫
へ
の
贈
与
は
優
遇
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
従
来
は

そ
の
子
や
孫
―
―
贈
与
を
受
け
る
人
―
―
の

年
齢
が
20
歳
以
上
の
場
合
に
限
っ
て
特
例
税

率
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
４
月
１
日
以
降
の
贈
与
に
つ

い
て
は
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
特
例
税
率
が
適

用
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
18
歳
の
孫
に
贈
与
し
た
場

合
は
一
般
税
率
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
後
は
特

例
税
率
で
済
む
…
…
。

　
だ
か
ら
、
贈
与
を
考
え
て
い
る
人
に
は

朗
報
と
い
え
る
よ
。
贈
与
税
で
は
、
ほ
か
に

も
20
歳
が
18
歳
に
変
更
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
。
相
続
時
精
算
課
税
制
度
は
、
従
来
20
歳

以
上
の
人
が
父
母
や
祖
父
母
か
ら
贈
与
を
受

け
た
場
合
に
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
こ
の
年
齢
も
18
歳
に
変
更
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は
適
用
で
き
な
か
っ
た

18
歳
や
19
歳
の
孫
や
子
へ
の
贈
与
の
場
合
も

相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
は
累
計
で

２
５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
が
あ
り
、
そ
れ

を
超
え
て
も
税
率
は
一
律
20
％
で
済
む
と
い

う
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
の
対
象
者
が
広
が
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

対
象
者
の
縮
小
も

　
一
方
で
対
象
が
狭
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。

（注）「特例」は18歳（2022年３月31日までは20歳）
以上の人が直系尊属から贈与を受けた場合の税
率。

　贈与税の税率（暦年課税）

基礎控除後の課税価格 特例 一般

200万円以下の部分 10% 10%

200万円超300万円以下の部分 15% 15%

300万円超400万円以下の部分 15% 20%

400万円超600万円以下の部分 20% 30%

600万円超1000万円以下の部分 30% 40%

1000万円超1500万円以下の部分 40% 45%

1500万円超3000万円以下の部分 45% 50%

3000万円超4500万円以下の部分 50% 55%

4500万円超の部分 55% 55%
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優秀賞

家
族
を
想
っ
て

　

埼
玉
県　

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
中
学
校　

三
学
年　

原は
ら 

あ
い
ら

　

私
の
父
は
ガ
ン
だ
っ
た
。 

私
が
幼
稚
園
生
の
時
に
発
見
さ
れ
た

の
だ
。
そ
の
時
は
父
自
身
も
母
も
そ
こ
ま
で
悪
化
し
、
命
に
関
わ
る

も
の
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
一
人
娘
で
あ
る
私
を
両

親
は
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
と
い
う
ほ
ど
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
い

て
闘
病
の
辛
い
シ
ー
ン
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い
た
。 

だ
か
ら
父
と
の
幼
い
時
の
思
い
出
は
楽
し
い
も
の
ば
か
り
だ
。

　

し
か
し
私
が
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
父
の
病
状
は

悪
化
し
て
い
っ
た
。
行
事
も
母
一
人
の
参
加
が
多
く
な
っ
た
。
父
は

入
退
院
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
私
は
毎
日
の
よ
う
に
母

と
病
院
に
通
い
、で
き
る
だ
け
多
く
の
時
間
を
家
族
皆
で
過
ご
し
た
。

後
に
な
っ
て
知
っ
た
の
だ
が
、
父
は
死
亡
保
険
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
。
ガ
ン
保
険
に
は
加
入
し
て
い
た
が
、
以
前
保
険
料
の
負
担
を
減

ら
し
た
い
と
死
亡
保
険
は
解
約
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。だ
か
ら
、

働
き
盛
り
の
父
の
入
院
と
治
療
費
に
よ
り
家
計
は
追
い
詰
め
ら
れ
て

い
た
の
だ
。
し
か
し
娘
に
は
そ
ん
な
様
子
を
欠
片
も
見
せ
ず
、
私
の

教
育
費
に
は
惜
し
み
な
く
お
金
を
費
や
し
て
く
れ
た
。
発
病
か
ら
六

年
間
の
闘
病
生
活
の
末
、
父
は
亡
く
な
っ
た
。 

　

先
の
通
り
治
療
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
ま
た
副
作
用
や
入

院
で
働
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
に
助
け
て
く
れ
る
の

が
保
険
の
は
ず
だ
っ
た
。
現
に
私
の
祖
父
は
死
亡
保
険
に
入
っ
て
お

り
、
亡
く
な
っ
た
際
、
祖
母
は
費
用
面
で
は
ま
っ
た
く
苦
労
を
し
な

か
っ
た
。死
亡
保
険
は
普
段
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
保
険
料
を
払
い
続
け
、

も
し
も
の
時
に
、
そ
の
分
遺
族
に
お
金
が
支
払
わ
れ
る
の
が
大
ま
か

な
内
容
だ
ろ
う
。
死
亡
保
険
と
い
う
救
い
の
手
の
な
い
母
が
父
の
い

な
く
な
っ
た
家
計
を
担
う
に
は
、
ガ
ン
保
険
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ

た
。
母
は
娘
に
心
配
は
か
け
ま
い
と
私
に
明
る
く
接
し
て
く
れ
て
い

た
が
、
そ
の
裏
で
精
神
面
だ
け
で
な
く
金
銭
面
で
も
大
変
な
苦
労
を

強
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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家
族
が
病
気
に
な
り
死
へ
の
恐
怖
を
感
じ
た
時
、
心
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
負
荷
が
か
か
る
。
自
分
で
も
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
体
を

蝕
ん
で
い
く
。
そ
の
極
限
状
態
に
金
銭
と
い
う
心
配
事
が
加
わ
っ
た

ら
…
…
。

　

父
が
亡
く
な
っ
て
数
年
経
っ
た
今
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
初
め

て
母
に
あ
の
頃
の
苦
労
を
聞
き
、
苦
笑
紛
れ
に
答
え
ら
れ
る
と
少

し
後
悔
し
て
し
ま
う
。
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
は
仕
方
が
な
い
し
、

子
供
が
そ
ん
な
心
配
を
す
る
こ
と
も
よ
く
な
い
と
は
思
う
け
れ
ど
、

も
っ
と
母
を
労
わ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
と
思
う
。
そ
し
て
死
亡

保
険
を
解
約
し
な
い
よ
う
説
得
し
た
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
々
の

保
険
料
と
い
う
負
担
は
大
き
い
と
思
う
。
日
々
の
生
活
で
手
一
杯

だ
。
し
か
し
、
も
し
も
の
時
に
自
ら
と
家
族
の
心
の
余
裕
を
生
み

出
し
、
残
さ
れ
た
家
族
が
苦
し
む
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
自
身
も

病
気
や
ケ
ガ
で
あ
れ
ば
治
療
に
専
念
で
き
る
だ
ろ
う
。
心
配
事
は

な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。 

　

ま
た
死
亡
保
険
だ
け
で
は
な
い
。
ガ
ン
保
険
も
重
要
な
の
だ
と
改

め
て
感
じ
た
。 

父
は
ガ
ン
保
険
に
は
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
大
き

な
助
け
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
高
額
な
治
療
を
保
険
の
お
か
げ
で

受
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し
い
。
あ
ま
り
に
も
高
額
な
治
療
は

保
険
な
し
に
は
な
か
な
か
手
が
出
せ
ず
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

れ
ば
治
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
保
険
に
感
謝
し
た
い
。 

　

私
が
将
来
家
庭
を
持
ち
、
子
供
が
で
き
た
ら
死
亡
保
険
や
医
療
保

険
、
ガ
ン
保
険
に
は
入
り
た
い
と
思
う
。
保
険
料
を
払
う
た
め
に
多

く
の
お
金
が
必
要
で
大
変
で
あ
る
の
は
分
か
っ
て
は
い
る
が
、
母
の

苦
労
を
知
っ
て
い
る
身
と
し
て
、
子
供
や
家
族
に
苦
労
を
さ
せ
た
く

な
い
と
感
じ
た
か
ら
だ
。
確
か
に
保
険
は
、
保
険
料
を
払
い
続
け
て

も
病
気
に
な
ら
ず
に
長
生
き
し
た
ら
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
今
は
二
人
に
一
人
が
ガ
ン
に
な
る
時
代
で
、
な
に
よ
り
病
気
に

な
っ
た
時
の
あ
の
負
担
と
い
う
リ
ス
ク
を
背
負
う
な
ら
ば
、
ま
だ
安

い
も
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　

な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。 

『
後
の
祭
り
』
で
あ
る
と
い

う
け
れ
ど
本
当
だ
と
思
っ
た
。
こ
の
苦
労
を
背
負
う
家
族
を
減
ら

す
た
め
に
も
保
険
と
い
う
制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。

B5判・60 ページ（オールカラー）
１部 200 円 ( 税込価格、送料別 )

B5 判・小冊子 5 冊セット
１セット1,000 円 ( 税込価格、送料別 )

「ライフプラン情報ブック」の
改訂版ができました！　

　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上
で必要となる基本的な考え方や参考情報をまとめた
小冊子です。今回の改訂では、「新型コロナウイルス
感染症が社会に与えた影響」や「進む日本のデジタル化」
などに関するデータを新規に掲載しました。

【'21- '22 年度版】「備えあれば保険あり」を発行
「ライフプラン情報ブック」に加え、「ほけんのキホン」、
「ねんきんガイド」、「介護保障ガイド」、「遺族保障ガイド」
を専用のカバーケースに収納した「備えあれば保険
あり」を発行しました。

各小冊子の電子版を Amazon で販売しています！
お申込みは(公財)生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/)でどうぞ。

11 2022  |  April



公
的
年
金
の
額
が
こ
の
４
月
分
か
ら

0.4
％
減
額
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
み
ま
し
た
。
年
金
額
は
毎
年
４
月
に
改
定
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
方
法
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
物
価
が
下
が
っ

て
い
る
の
で
年
金
額
も
下
が
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

年
金
額
は
毎
年
度
、
賃
金
ま
た
は
物
価

の
変
動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
度
の
年
金
額
は
、
昨
年
の
賃

金
変
動
率
（
マ
イ
ナ
ス
0.4
％
）
に
連
動
し
て
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

QA

年
金
額
は
毎
年
４
月
に
、
前
年
の
賃
金
ま
た

は
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
（
年

金
は
毎
偶
数
月
に
前
月
分
と
前
々
月
分
が
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
実
際
に
は
６
月
15
日
に

振
り
込
ま
れ
る
分
か
ら
額
が
変
わ
り
ま
す
）。

ど
ち
ら
に
連
動
す
る
か
は
表
の
と
お
り
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
年

金
を
受
け
取
り
始
め
る
人
の
年
金
額
は
賃
金

に
ス
ラ
イ
ド
し
、
す
で
に
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
の
年
金
額
は
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
賃

金
ま
た
は
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
規
受
給
者
の
年
金
額
に
は
現

役
世
代
の
賃
金
上
昇
に
よ
る
生
活
水
準
の
向

上
を
反
映
さ
せ
、
受
給
を
始
め
た
あ
と
は
、

物
価
上
昇
に
よ
る
年
金
額
の
目
減
り
を
避
け

る
、
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
物
価
が
賃
金
を
上
回
っ
て
変
動

し
た
場
合
は
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
も

賃
金
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
度
の
改
定
は
こ
の
ケ
ー
ス

物
価
の
下
げ
幅
以
上
に
減
額

新年度の年金、
0.4％減額だが……

に
該
当
し
ま
し
た
。
改
定
の
基
礎
と
な
る
前

年
の
物
価
変
動
率
は
マ
イ
ナ
ス
0.2
％
、
賃
金

変
動
率
は
マ
イ
ナ
ス
0.4
％
で
、「
マ
イ
ナ
ス

0.2
％＞

マ
イ
ナ
ス
0.4
％
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
も
賃
金
ス

ラ
イ
ド
と
な
っ
た
の
で
す
。

な
お
、
賃
金
変
動
率
は
よ
り
詳
し
く
述
べ
る

と
名
目
手
取
賃
金
変
動
率
で
す
。「
名
目
」
で

す
か
ら
、
こ
れ
に
は
物
価
変
動
率
も
加
味
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
物
価
が
下
が
っ
た

分
（
マ
イ
ナ
ス
0.2
％
）

に
加
え
、「
実
質
」

賃
金
も
下
が
っ
た
の

で
、
名
目
手
取
賃
金

変
動
率
の
マ
イ
ナ
ス

が
よ
り
大
き
く
な

り
、
そ
れ
に
連
動
し

た
改
定
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
物
価

の
下
げ
以
上
に
年

金
額
が
減
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■年金額改定のルール
新規受給者 既受給者

賃金変動率が物価変動率を上回る場合
賃金

スライド
物価

スライド
例：賃金変動率　３％、物価変動率　１％
　　賃金変動率　１％、物価変動率▲１％
　　賃金変動率▲１％、物価変動率▲３％
物価変動率が賃金変動率を上回る場合

賃金
スライド

賃金
スライド

例：賃金変動率　１％、物価変動率　３％
　　賃金変動率▲１％、物価変動率　１％　　
　　賃金変動率▲３％、物価変動率▲１％

第６１回

12



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

あなたは日頃から使う言葉を意識していますか？　
丁寧で愛を感じる言葉を聞いていると、それだけ
で心地が良くて気持ちがほぐれていくのを感じて、
人に対しても優しくなれたりするものです。それとは
逆の場合もありますね。私たちは感情的になると、
つい攻撃的で冷たい言葉を口にしがちです。そん
なことからも「言葉」には人の心を動かす魔法の
ような力があることを私たちは感じています。皆さん
は、お水が情報を記憶するということ知っています
か？　たとえば、「ありがとう」という言葉をかけた
お水と「大嫌い」という言葉をかけたお水とでは、
結晶の形が全く違ってしまうという話は有名です。
心が豊かになる言葉は「ありがとう・愛しています・
かわいいね・きれいだね」
心が冷たくなる言葉は「ば
かやろう・きらい・きたない・
どうでもいい」など
日頃、無意識に使ってい
る言葉で「幸せの質」が
変わるとしたら、心が喜ぶ
言葉を意識して使うことが
大切になりますね♥

素敵な人がやっている小さな習慣

心の栄養になる言葉を使う

マ
イ
ナ
ス
0.4
％
と
い
う
こ
と
は
、
か
り
に
年

金
額
が
1
0
0
万
円
と
す
る
と
４
０
０
０
円
の

減
額
で
す
。
減
る
と
い
っ
て
も
わ
ず
か
で
た
い

し
た
こ
と
が
な
い
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
じ
つ
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
改
定
以

上
に
年
金
額
が
減
る
こ
と
を
大
き
く
実
感
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
公
的
年
金
か
ら
は
、
国
民
健

保
険
料
引
上
げ
で
手
取
り
減
も

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
保
険
料
の
天
引
は

65
歳
以
上
の
人
が
対
象
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
75
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

こ
れ
ら
の
保
険
料
は
住
ん
で
い
る
自
治
体
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
趨す

う
せ
い勢
と
し
て
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
応
じ

た
改
定
に
よ
る
減
額
以
上
に
、
保
険
料
の
増
加

に
よ
る
年
金
の
手
取
り
額
の
減
少
が
大
き
い
こ

と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

保
険
料
は
前
年
の
所
得
等
に
応
じ
て
毎
年
7
月

に
確
定
し
ま
す
の
で
、
変
わ
る
と
す
れ
ば
、
通

常
10
月
支
払
分
の
年
金
か
ら
手
取
り
額
が
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。社会保険労務士、

1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介
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休
む
の
が
も
っ
た
い
な
い

活
動
す
れ
ば
い
い
こ
と
が
あ
る

提
案
の
種
ま
き
を
増
や
し
、

常
に
前
倒
し
の
活
動
を
実
現

生
命
保
険
の
自
己
扱
い
件
数
は
2
0
2
2
年
1
月
現
在
1
1
0
0
件
、
担
当
企
業
は
1
0
0
社

訪
問
先
が
な
か
っ
た
た
め
、
新
人
時
代
に
開
拓
さ
れ
た
そ
う
。

入
社
か
ら
1
、
2
年
間
に
訪
問
先
を
増
や
す
た
め
に
繰
り
返
し
た
地
道
な
活
動
が
、

20
年
近
い
時
間
と
努
力
を
重
ね
て
理
想
的
な
営
業
環
境
を
育
ん
だ
の
で
す
。

―
営
業
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

大
塚　
常
に
3
カ
月
先
の
挙
績
ま
で
見
据
え
て

動
い
て
い
ま
す
。
仕
事
を
前
倒
し
に
し
て
お
く

と
、
心
に
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
ま
す
。

余
裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
、
お
客
様
が
加

入
し
よ
う
と
決
意
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
そ
の
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
、
行
き
詰
ま
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
秘

訣
は
あ
り
ま
す
か
？

大
塚　
営
業
を
長
く
や
っ
て
き
た
今
だ
か
ら
見

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
を
追
う
ご
と
に
、

お
客
様
と
自
分
の
関
係
性
が
変
わ
っ
て
い
く
の

を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
最
初
の

1
、2
年
は
我
慢
が
必
要
で
す
。
私
の
場
合
は

行
き
先
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
担
当
の
基
盤
を
開
拓
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
飛
び
込
み
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
空
い
て
い
る
時
間

が
な
い
よ
う
に
訪
問
先
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ
て
い
た
ら
、
1
0
0
件

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
担
当
先
に
伺
っ
て

も
最
初
か
ら
す
ぐ
に
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
振
り
返
る
と
、

1967年 9月 5日生まれ。
愛知県春日井市出身。
2003年　4月に募集人登
録、入社 19年目。ライ
フデザイナー上級特別。
社内表彰で栄泉会 3回入
賞、リムラの IQA国際継
続率優秀賞 7回。趣味は
旅行。血液型 A型。

Vol.117

理
想
の
営
業
ス
タ
イ
ル
に

た
ど
り
着
く
ま
で

大塚 里恵さん

住友生命保険相互会社　岐阜支社　可児皐月支部
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こ
の
時
期
に
お
客
様
は
様
子
を
見
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
コ
ツ
コ
ツ
と
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
め
、
提
案
書
を
持
っ
て
い
き
、
提
案
を

す
る
、た
だ
ひ
た
す
ら
そ
れ
だ
け
を
し
な
が
ら
、

ま
ん
べ
ん
な
く
回
り
続
け
ま
し
た
。
特
別
な
こ

と
は
必
要
な
い
の
で
す
。

―
年
数
を
追
う
ご
と
に
感
じ
た
変
化
を
も
う

少
し
教
え
て
く
だ
さ
い

大
塚　
2
、3
年
た
っ
た
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

定
期
的
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
づ
い
た
の

か
、
少
し
ず
つ
提
案
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
段
階
で
は
ま
だ
ま
だ

で
す
。
10
年
経
っ
て
、
お
客
様
か
ら
自
分
へ
の

風
向
き
が
変
わ
っ
た
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
2
、3
年
は
あ
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
頼
ん
だ

り
話
し
か
け
た
り
し
な
く
て
も
、
私
が
そ
の
会

社
に
定
期
訪
問
す
る
日
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

り
、「
自
分
の
保
険
は
そ
ろ
そ
ろ
切
り
替
え
時

だ
か
ら
見
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
声
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
既
契
約
の
お
客

様
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
一
件
も
契
約
し
て
い
な

い
お
客
様
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
の
で

す
。
無
理
に
声
掛
け
し
な
く
て
も
、
自
然
と
生

命
保
険
の
相
談
を
持
ち
掛
け
ら
れ
る
、
そ
ん
な

理
想
的
な
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
楽
し
い
ば
か
り

で
す
。

―
も
と
も
と
営
業
が
得
意
だ
っ
た
の
で
す
か
？

大
塚　
営
業
が
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
務
職
を
し
て
い
て
、
子
供
の

手
が
離
れ
た
の
で
何
か
し
よ
う
か
な
、
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
社
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

で
き
る
の
か
な
、
無
理
だ
っ
た
ら
や
め
よ
う
と

不
安
に
思
う
毎
日
で
し
た
。

―
そ
ん
な
心
境
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
が
あ

り
ま
し
た
か
？

大
塚　

や
っ
て
み
た
ら
、
と
に
か
く
面
白
か
っ

た
の
で
す
。
時
代
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
が
、
行
き
先
を
求
め
て
、
当
時
の

新
人
仲
間
で
競
う
よ
う
に
企
業
開
拓
を
し
ま
し

た
。
今
で
も
そ
う
や
っ
て
行
き
先
を
開
拓
し
て

い
た
仲
間
は
、
ず
っ
と
働
い
て
い
る
の
で
、
入

社
し
て
か
ら
数
年
の
基
盤
づ
く
り
と
い
う
の
は

と
に
か
く
大
事
だ
っ
た
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
日
ひ
た
す
ら
忙
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
提

案
書
を
作
っ
て
お
話
し
に
行
く
。
や
っ
て
い
た

こ
と
は
シ
ン
プ
ル
で
す
し
、
誰
も
が
や
っ
て
い

る
よ
う
な
基
本
活
動
で
す
が
、
人
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
思
い
で
誰
よ
り
も
多
く
の
企
業
を

開
拓
し
、
お
客
様
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
す

ぐ
に
や
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
い
つ
の
間
に

か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
活
動

し
て
い
た
ら
、「
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
の
に

も
っ
た
い
な
い
！
」
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今

で
は
、
営
業
先
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
毎
日
良

い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
休
む
の
が
惜
し
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

―
提
案
の
ス
タ
イ
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い

大
塚　
私
は
、
と
に
か
く
シ
ン
プ
ル
な
提
案
し

15 2022  |  April



か
し
ま
せ
ん
。
情
報
を
い
た
だ
い
た
ら
、
目
の

前
に
い
る
方
の
メ
イ
ン
の
保
障
に
つ
い
て
の
提

案
を
す
る
、
そ
れ
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
医

療
保
険
や
、
年
金
保
険
や
こ
ど
も
保
険
な
ど
た

く
さ
ん
の
商
品
を
出
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

し
ま
せ
ん
。10
年
前
く
ら
い
か
ら
法
人
保
険
を
、

2
、
3
年
前
か
ら
損
害
保
険
を
扱
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
個
人
保
険
だ
け
を
扱
っ

て
い
ま
し
た
が
、
10
年
と
い
う
月
日
が
経
つ
間

に
、
企
業
の
経
営
者
層
と
も
懇
意
に
な
っ
て
い

た
の
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
損
害

保
険
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
す
。
持
っ
て
い
る

基
盤
に
く
ま
な
く
コ
ツ
コ
ツ
と
通
い
続
け
る
こ

と
で
信
頼
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

―
最
近
の
具
体
的
な
基
本
活
動
を
教
え
て
く

だ
さ
い

大
塚　

入
社
し
て
か
ら
、
会
社
が
打
ち
出
し
て

く
れ
る
営
業
販
促
に
は
な
る
べ
く
乗
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
会
社
で
勉
強
し
た
こ
と
、
お
す

す
め
の
方
法
や
目
標
の
指
数
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
仕
事
を
し
や
す
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
も
う
20
年
ほ
ど
通
っ
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
営
業
先
の
お
客
様
は
ほ

ぼ
知
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、今
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

か
わ
り
提
案
は
、
毎
日
4
件
く
ら
い
は
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
1
カ
月
が
20
日

間
だ
と
す
る
と
、
80
件
く
ら
い
は
提
案
し
て
い

ま
す
。
こ
の
数
の
提
案
を
す
る
か
ら
こ
そ
、
お

客
様
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
契
約
を
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
な
の
で
す
。
ア
ポ
は
基
本
的
に
取
り

ま
せ
ん
。
職
場
で
必
ず
会
え
ま
す
か
ら
、
取
る

必
要
が
な
い
の
で
す
。
提
案
も
家
族
の
分
な
ど

は
依
頼
が
あ
る
ま
で
し
ま
せ
ん
し
、
奥
様
に
聞

い
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
に
は
、

「
き
ち
ん
と
お
返
事
く
だ
さ
い
ね
」
と
お
伝
え
し
、

契
約
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
は
目
の
前
に
い
る

方
に
決
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
は
職
域
で
全
部
が
済
む
と
い
う
効
率
重

視
で
す
。
提
案
数
を
多
く
で
き
る
か
ら
、
お
客

様
に
対
し
て
シ
ン
プ
ル
な
提
案
が
で
き
ま
す
し
、

先
方
の
加
入
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
て
る
の

で
す
。
そ
れ
で
も
、
新
人
の
頃
は
、「
し
つ
こ
い

の
と
熱
心
な
の
は
紙
一
重
」
と
い
う
く
ら
い
見

込
み
の
あ
り
そ
う
な
お
客
様
に
執
着
し
た
時
期

も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
提
案
し
て
い
る
人
の
数

を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
ば
、
お
客
様
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
今
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
冷
静
に
判

断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―
お
客
様
と
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

大
塚　
弊
社
の
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
た

お
客
様
が
、
手
続
き
が
済
ん
だ
次
の
日
に
脳
梗

塞
で
倒
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
し

た
。
ご
契
約
い
た
だ
い
た
保
険
は
、
保
険
料
免

保
険
加
入
は

早
い
に
越
し
た
こ
と
が
な
い
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命保険会
社の FP 専門職として営業職員の活動をサ
ポート。退社後、生損保の販促ツールやデー
タ集の制作、執筆などの業務に携わったの

ち、2007 年より独立。
保険分野にとどまらな
い執筆活動、親子や女性
向けのイベントの企画
運営、発酵の研究など、

『人とモノとバショをつ
なぐ』というコンセプ
トで活動中。

Interviewer
応   援   メ　ッ  セ   ー  ジ

除
特
約
が
付
い
て
い
た
の
で
、
保
険
料
の
支
払

い
が
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
加
入
し
た
保

険
が
成
立
し
て
か
ら
そ
の
方
が
当
時
入
ら
れ
て

い
た
保
険
を
解
約
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
両

方
の
保
険
か
ら
保
険
金
を
受
け
取
れ
た
の
で
、

お
客
様
自
身
、
非
常
に
助
か
っ
た
と
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
保
険
料
免
除
に
な
っ
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
ら
し
く
、
周
辺
の
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
元
気
に
は

な
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
一
度
脳
梗
塞
を
さ
れ

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
保
険
金

の
支
払
い
も
2
件
の
保
険
分
が
支
払
わ
れ
た
の

で
、
後
に
残
さ
れ
た
ご
家
族
の
皆
様
の
支
え
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
件
、
ご
加
入
さ
れ
て
か
ら
半
年
ほ
ど

で
末
期
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
お
客
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
方
も
、
保
険
料
免
除
な
ど

の
生
命
保
険
の
支
払
い
を
受
け
て
と
て
も
あ
り

が
た
か
っ
た
と
、
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち
に

家
族
の
保
険
も
き
ち
ん
と
し
て
お
き
た
い
と
、

家
族
全
員
の
保
険
を
し
っ
か
り
整
え
ら
れ
、
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
保
障

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
大
き
な
安
心
感
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
自
分
の
身
体
を
完
全
に
治
す

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
ご
家
族
の
こ
と
を
守
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

担
当
先
を
回
る
予
定
日
が
い
つ
も
と
違
う
と

「
今
日
は
、
い
つ
も
と
違
う
日
に
来
て
い
る
ね
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

客
様
が
違
和
感
を
感
じ
る
く
ら
い
、
自
分
の
担

当
基
盤
を
回
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
確
実
に
守

る
、
そ
れ
が
、
お
客
様
に
「
私
な
ら
担
当
者
と

し
て
安
心
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
の
信
頼
の
形

な
の
で
す
。

「
い
つ
も
な
ら
水
曜
日
の
お
昼
に
来
る
は

ず
な
の
に
大
塚
さ
ん
来
な
い
ね
…
…
」
大

塚
さ
ん
の
担
当
職
域
で
は
、
こ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
な
く
ら
い
日
常
と
し
て

溶
け
込
ん
で
い
る
様
子
が
浮
か
び
ま
し

た
。
取
材
し
た
大
塚
さ
ん
の
落
ち
着
い
た

印
象
が
、
お
客
様
に
安
心
感
を
育
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
。
と
て
も
恥
ず
か
し
が
り

屋
で
、
営
業
も
向
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
大
塚
さ
ん
は
、
決

め
た
行
き
先
を
き
ち
ん
と
回
る
責
任
感

と
、
効
率
よ
く
た
く
さ
ん
の
提
案
を
し
て

い
く
粘
り
強
さ
が
持
ち
味
。
お
客
様
は
、

安
心
で
き
る
担
当
者
を
選
び
ま
す
。
客
先

で
の
信
頼
感
は
、
大
塚
さ
ん
が
日
々
実
直

に
営
業
先
回
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
証
な
の
で
す
。
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で
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

親
の
承
諾
な
し
に
契
約
が
で
き
る

民
法
が
定
め
る
成
年
年
齢
に
は
、「
一
人
で

契
約
で
き
る
年
齢
」
と
い
う
意
味
と
「
父
母
の

親
権
に
服
さ
な
い
年
齢
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
成
人
に
な
る
と
、
親
の
承
諾

な
し
に
ス
マ
ホ
の
契
約
、
一
人
暮
ら
し
の
部
屋

の
契
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
契
約
な
ど
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

■ 

証
券
口
座
が
開
設
で
き
る

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
18
歳
で
証

券
口
座
が
開
設
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
以

前
か
ら
20
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
、
親
権
者
な
ど

の
同
意
が
あ
れ
ば
「
未
成
年
口
座
」
を
開
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
18
歳
に
な
れ
ば

自
分
ひ
と
り
で
証
券
口
座
が
作
れ
ま
す
。

投
資
で
得
ら
れ
た
利
益
に
か
か
る
税
金
が
非

課
税
に
な
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

口
座
に
つ
い
て
も
、
開
設
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
対
象
年
齢
が
「
18
歳
以

上
」に
変
わ
る
の
は
2
0
2
3
年
か
ら
な
の
で
、

18
歳
・
19
歳
の
人
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
を
開
設
で

き
る
の
は
2
0
2
3
年
か
ら
で
す
。

■ 

税
金
に
関
わ
る
変
更
点

贈
与
税
・
相
続
税
・
住
民
税
の
制
度
な
ど
に

関
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
20
歳
」
と
さ
れ
て
き
た

も
の
も
、そ
の
多
く
が
「
18
歳
」
に
変
わ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
結
婚
・
子
育
て
・
育
児
の
た
め

の
贈
与
で
は
、
1
0
0
0
万
円
ま
で
非
課
税
で

贈
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
こ
の

制
度
の
対
象
は
「
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
子
や

孫
」
で
し
た
が
、
2
0
2
2
年
４
月
以
降
は

「
18
歳
以
上
50
歳
未
満
」
と
な
り
ま
す
。

■ 

20
歳
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
こ
と
も

競
馬
、
競
輪
、
競
艇
と
い
っ
た
公
営
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
投
票
券
を
購
入
で
き
る
の
は
、
20
歳
か

ら
の
ま
ま
で
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
の
納
税
義

務
が
生
じ
る
の
も
20
歳
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊
＊
＊

以
上
、
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
お
金
の

面
で
の
影
響
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
大
人
と

い
え
ど
も
18
歳
、
ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
乏
し

い
の
は
事
実
。
新
成
人
に
な
る
お
子
さ
ん
が
い
る

方
は
特
に
、
お
金
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
危
険

性
を
教
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
も
自
分
で

契
約
で
き
る
よ
う
に
な
る

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
2
0
2
2
年
４
月
か
ら
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
高
校
生
で
あ
っ
て
も
、
18
歳
に
な
れ

ば
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
金
の
面
で
も
、
18
歳
成
人
に
変
わ
る
こ
と

成人年齢が18歳に引き下げ
お金の面ではどんなことが変わる？

133
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普段からの関わりがあってこそ 
成し遂げられた経験

2021JAIFA 年次大会 in 広島を 5月 28 日に開催。
登録者数約 3500人、最高視聴者 1900人（一般・
会員含む）という大規模なものとなりました。新
型コロナウイルス感染症拡大の影響により、開催
日１ヵ月前に無観客ライブをオンラインで実施す
ることが決まりました。福山協会や JAIFA 本部事
務局、ボランティアを含め 32名で大会を進行し、
私たち広島協会も、多くの皆様に JAIFA の活動を
普及するため、裏方の役割に徹しました。トラブ
ルも滞りもなく進めることができたのは、皆の普
段の関わりがあってこそだと思います。プレゼン

テーターである石井理事長のリーダーシップ力の
もと、これらの学びを伝承し、後輩たちに伝えて
いくと決心した活動となりました。ゲストの伊藤
真波氏、黒田博樹氏は無観客にもかかわらず、心
に残るスピーチをしていただきました。恒例の地
元のブラスバンドの生演奏や出展ブースを提供す
ることはできませんでしたが、できることに集中し
て最後まで大会を無事に成し遂げる大切さを経験
できたことが我々の誇りになったと思います。

少人数でのボランティア活動

2021 年 12 月 16日は、平和公園での清掃と献血
のボランティアを行いました。本来なら4ヵ月に
1度の恒例行事と考えていましたが、このような

46

状況下で、各
会社での外部
行事参加が厳
しい中でした。
密にならない
よう、幹事会
メンバーは２
つのチーム (清掃 13名、献血4名 )に分かれて行
いました。清掃は当日風が冷たく寒かったのです
が、皆笑顔でハツラツとしておりました。献血にお
いては注射の痛みも忘れるくらいの職員さんや看
護師さんのご対応に感謝しており、皆様のこのよ

うな姿勢は
私たちの仕
事にも活か
せるのでは
と前向きに
捉えていま
した。早く

コロナ前のように清掃や献血が当たり前にできる
よう切に願うばかりです。

オンラインでのセミナー開催

2022 年 1月 12日に行った新春セミナーは、総登
録者 253 名、最大視聴者数 144 名となりました。
広島年次大会での経験を活かし、初の広島協会主
催のオンラインを開催しました。
保険営業職員の営業に役立ち、わかりやすい方を
人選し、三村律子様をお招きしました。セミナー
のタイトルは、コミュニケーションスキルアップ
～自己診断とタイプ別接客法～です。専門業者の
方と共に ZOOMウェビナー
（ウェブとセミナーを組合わ
せた語でオンラインでのセ
ミナー）でオンライン開催
をしました。念入りな事前
準備を行い、こちらも高評
価をいただきました。

学びを伝承して学びを伝承して後輩たちに伝えていく活動後輩たちに伝えていく活動
広島協会　会長　大場 史郎広島協会　会長　大場 史郎

日時

3
将来
Lorem ipsum dolor 
sit amet, 
consectetuer 
adipiscing elit. 

テレビ、ラジオ、パーティーの司会から、ブライダルの司会２０００組、プロデュース１８００組、イベント企画６０件。
その後、アナウンサー派遣・イベント企画・人材教育のプロデュース会社社長を務める。
また、広島初ゲストハウスウェディング会場「リッツガーデンハウスアヴェニュー」２棟を２０年経営。
現在はプライベートレストラン、出張レストランを運営。
仕事、プライベートでも求められるコミュニケーション能力が大切と考え、
「聴く」「話す」「伝える」「提案する」「表現する」為の人材教育にも注力している。

専門学校、大学、話し方・コミュニケーションレッスン、マナーレッスン、アナウンサースクール、
ウェディングプランナー養成講座の講師の他、学生の就活レッスン、婚活レッスン（男女）、魅力塾
女性起業家・企業管理職・社長・個人事業者のコンサルティング（リモートレッスン可能）
クライアントに寄り添いながら、カウンセリングをしっかり行ない一人一人に合ったプログラムで行う。

【資格】
・全米ブライダルコンサルタント協会（ＡＢＣ）ブライダルコンサルタント
・ＡＢＣ協会認定講師
・米国ＮＬＰ（心理学）プラクティショナー
・日本ブライダル事業振興協会（ＢＩＡ）ブライダルマネージャー（国家資格）
・ＴＡＬＫテーブルコーディネーター
・コミュニケーション能力１級
・池坊正教授一級
・フラワーアレンジメント

JAIFA 広島協会

時間

会場

参加
費用

講師

JJAAIIFFAAおお問問合合せせ／／JJAAIIFFAA広広島島協協会会 事事務務局局 ((SSOOMMPPOOひひままわわりり生生命命保保険険内内))

：：008822--222255--00331133  ((担担当当：：髙髙藤藤((たたかかととうう)) 広広島島協協会会

受講
方法

上上記記ＱＱＲＲココーードドをを読読みみ込込みみ、、
おお申申込込ぺぺーージジににアアククセセススししてて
必必要要情情報報ををごご入入力力くくだだささいい。。
おお申申込込みみ後後ににごご案案内内メメーールル

（（ＺＺｏｏｏｏｍｍ参参加加用用ＵＵＲＲＬＬ））
ををおお送送りりいいたたししまますす。。
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し
ょ
う
。
ま
ず
、
入
院
で
す
が
、
日
額
方
式
の

場
合
は
入
院
日
数
に
応
じ
て
給
付
金
が
払
わ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
日
額
1
万
円
で
、
20
日
間
入

院
し
た
場
合
20
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
し
た
時
期
に
よ
り
免
責
期
間
が

あ
る
場
合
も
あ
り
、
免
責
期
間
が
4
日
の
場
合

は
16
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
社
で
は
入
院
給
付
金
に
加
え
、
入
院
前
後
の

通
院
に
対
し
て
通
院
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
も

の
、
退
院
時
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
、

I
C
U
（
集
中
治
療
室
）
で
治
療
を
し
た
際
に

給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
場
合
、
入

院
に
よ
る
治
療
の
ほ
か
に
自
宅
や
宿
泊
施
設
な

ど
で
療
養
す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
場
合
、
P
C
R
検
査
の
結
果
が
陽
性
で
あ

る
こ
と
や
医
師
の
管
理
下
で
の
療
養
で
あ
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
病
院
等
に
入

院
し
た
場
合
と
同
様
に
入
院
給
付
金
の
支
払
い

の
対
象
と
な
る
生
命
保
険
会
社
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
死
亡
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
生
命
保
険
会
社
で
は
、
指
定
感
染
症
に

よ
る
死
亡
と
同
様
に
災
害
死
亡
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
普
通
死
亡
保
険

金
だ
け
で
な
く
、
災
害
割
増
特
約
な
ど
を
付
加

し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
災
害
死
亡
保
険
金
も

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
生
命
保
険
会
社
ご
と
に
取
り
扱
い
が
異
な

る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
商
品
に
よ
っ
て
も
支
払

事
由
が
異
な
り
ま
す
。
現
在
加
入
し
て
い
る
契

約
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
最
近
発
売
が
始
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
コ

ロ
ナ
保
険
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
が
判
明
し
た
と
き
に
一
時
金
を
支
払
う
形
の

も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
発
売
数
カ
月
で
保
険

料
が
大
き
く
値
上
げ
さ
れ
た
り
販
売
を
停
止
し

た
り
す
る
な
ど
、
今
後
の
見
通
し
は
不
透
明
で

す
。
支
払
い
の
要
件
も
各
社
で
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
詳
細
な
解
説
は
控
え
ま
す
。

で
は
、
一
般
的
な
生
命
保
険
で
は
ど
う
で

症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

・

保
険
金

給
付
金

と

保
険
金

給
付
金

お
役
立
ち
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
C
O
V
I
D
19
）の
感
染
が
拡
大
し
て
か
ら
既
に
2
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
稿
執
筆
時
点
で
あ
る
2
月
下
旬
で
、
全
国
の
新
規
感
染
者

が
7
万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
、
症
状
に
よ
り
入
院
や
医
師
の

指
示
に
よ
る
自
宅
待
機
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
生
命

保
険
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
る
保
険
金
・
給
付
金
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

生
命
保
険
は
各
社
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
象
の

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ
る

20

ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト
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ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

4 月追加予定：【個人への提案】知っておきたい相続財産評価と、シミュレー
ション①

●�リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
4 月追加予定：個人 No.10 会社員の所得税を納めるまでの流れをまとめ
てみましょう

●“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
4 月追加予定：【法人】自社株が分散、どのような問題が生じるか？

新コンテンツ

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
● �2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。

  
J
A
I
F
A
学
習
帖
の

  

ロ
グ
イ
ン
方
法
　

４月～６月のアクセスコード「5827」を
入力し、ログインボタンをクリック

2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2



プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
4
号
60
巻
）
令
和
4
年
4
月
1
日
発
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1
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発
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昭
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年
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す
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